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当社、イー･スケープ株式会社は造園業における施工管理・土木工事等を
行っている会社です。社名の由来である『Ecology and Excellent Landscape』を
テーマに全社員が一丸となり、環境保全活動を継続的に改善し行動します。

１．二酸化炭素削減
①　電気電気使用量を抑制し節電に努めます。

②　化石燃料の低減に努めます。

２．循環型社会構築を目指し廃棄物の削減に努めます。

３．水使用量の低減に努めます。

４．化学物質を適正に管理します。

５．地域の環境ボランティア活動を通じて地域貢献活動に努めます。

６．関連する環境関連法規等を遵守します。

制定日　平成21年10月1日

改訂日　令和1年6月1日

イー･スケープ株式会社

代表取締役　岩　本　一　昭

基本理念

行動指針

環　境　方　針
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☆環境に配慮した工法提案施工、廃棄物低減、二酸化炭素削減により環境対策を実践します。

☆働き方改革の推進、女性社員への環境サポート、社員の教育・研修を積極的に実施し快適な職場を目指します。

☆インフラ整備等を通じ社会へ貢献すると共に、災害時において対応ができる体制の構築、地域政策に積極的に参画する。

☆地域清掃活動等を通じ地域の企業として社会貢献します。



１．組織の概要

１．事業所名 イー・スケープ株式会社

　　代表者氏名 代表取締役　岩本一昭

２．所在地 〒813-0043　福岡市東区名島2丁目6番8号

３．環境管理責任者 大森　一直

　　担当者 大森　一直

　　連絡先 電話092-672-6901　FAX092-672-6902

E-mail　e-scape@iwa.bbiq.jp

４．事業の内容 造園工事業（公園工事・土木工事・植栽維持管理・測量）

５．事業の規模 資本金　2,900万円

売上高　令和4年度　479,566千円

従業員数　9名

６．事業期間 令和4年6月1日～令和5年5月31日

２．認証・登録の対象範囲

１．事業活動 造園業にかかる公園工事・土木工事・植栽維持管理・測量

２．対象事業所 本社
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3.環境経営目標(令和4年度)

（全　体）

基準値 単年度目標

二酸化炭素排出量の削減 57,874 57,874 57,874

(事務所)+(現場） 基準値1％減 基準値1％減 基準値1％減

（事務所）

基準値 単年度目標

3,923 3,923 3,923

基準値1％減 基準値1％減 基準値1％減

5,626 5,626 5,626

基準値1％減 基準値1％減 基準値1％減

7.0 7.0 7.0

基準値1％減 基準値1％減 基準値1％減

24.0 24.0 24.0

基準値維持 R4年維持 R4年維持

38.0 38.0 38.0

基準値1％減 基準値1％減 基準値1％減

cc

ml

2 2 2

基準維持 基準維持 基準維持

（現場）

基準値 単年度目標

5,201 5,201 5,201

基準値1％減 基準値1％減 基準値1％減

11,928 11,928 11,928

基準値1％減 基準値1％減 基準値1％減

100 100 100

基準値維持 基準値維持 基準値維持

100 100 100

基準値維持 基準値維持 基準値維持

備考　1.購入電力の二酸化炭素調整後排出係数は、0.371kg-CO2／kWh(九州電力　2020年度)を使用した。
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kg 24.0 24.0 24.0 24.0

42.0 39.0

　産業廃棄物排出量の資源化率向上 %

60,148 48,463 66,766 58,459

2地域貢献活動の推進 回

m3 34.0

ガソリン使用量の削減

100 100

4,819 5,275

中長期目標

R1年度 R2年度 R3年度

R1年～R3
年平均値

R4年度 R5年度 R7年度

kg-CO2

項目 単位

参考(従来の実績値) 中長期目標

R1年～R3
年平均値

項目 単位

参考(従来の実績値)

R4年度 R5年度 R6年度

電気使用量の削減 kWh 3,824 3,957 4,107 3,963

L 6,268 4,670 6,112 5,683

都市ガス使用量の削減 m3 7.0 7.0 8.0 7.3

廃棄物排出量の削減

一般廃棄物排出量の削減

水使用量の削減

化学物質使用量の把握
0 手順書による適正使用・保管管理

農薬保管量の把握
0 0

38.3

中長期目標

R1年度 R2年度 R3年度
R1年～R3
年平均値

R4年度

12,048

2

項目 単位

参考(従来の実績値)

5,666 5,253

2 2

100

R5年度 R6年度

ガソリン使用量の削減 L

軽油使用量の削減 L 12,472 9,150 14,523

　一般廃棄物排出量の資源化率向上

100 100

R1年度 R2年度 R3年度

% 100 100 100



4．環境経営計画に基づき実施した取組内容

事務所

6～8月 9～11月 12～2月 3～5月

① エアコンの温度設定し遵守する 総務

② パソコン、プリンター不使用時の電源管理 高田

① エコドライブの推進 工事

② アイドリングストップの実施 永田

① 温水使用注視 総務

高田

6～8月 9～11月 12～2月 3～5月

総務

高田

6～8月 9～11月 12～2月 3～5月

① 節水活動の実施 総務

高田

6～8月 9～11月 12～2月 3～5月

工事

岳下

6～8月 9～11月 12～2月 3～5月

① 環境ボランティア活動、地域清掃の実施 工事

岳下

現場

6～8月 9～11月 12～2月 3～5月

① 重機等のアイドリングストップの実施 工事

② 空ぶかし禁止 現場担当

6～8月 9～11月 12～2月 3～5月

① 処理・処分の管理を適切に行う 工事

現場担当

1.二酸化炭素排出量の削減

5.地域貢献活動の推進

活動項目
部門

(責任者）
スケジュール

活動項目
部門

(責任者）
スケジュール

部門
(責任者）

スケジュール

活動項目
部門

(責任者）
スケジュール

活動項目
部門

(責任者）
スケジュール

1 薬剤の適正管理 ① 種類・保管の把握

2.廃棄物の削減

1 廃棄物の資源化率向上
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1 ボランティア活動

1.二酸化炭素排出量の削減

1
軽油・ガソリン使用量
基準年度-1％

3.水使用量の削減

1 水使用量の基準年度維持

4.化学物質の適正管理

活動項目
部門

(責任者）
スケジュール

活動項目

3
都市ガス使用量
基準年度-1％

2.一般廃棄物の削減

1 廃棄物の削減 ①
古紙・新聞紙はリサイクル化し地域で処
理する

1
電気使用量
基準年度-1％

2
ガソリン使用量
基準年度-1％

スケジュール
活動項目

部門
(責任者）



5. ＥＡ２１実施体制

所属

環境管理責任者
大森　一直

建設現場

役割・責任・権限

工事部
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全従業員
・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・自主的・積極的に環境活動へ参加

ＥＡ２１事務局

代表取締役

E21事務局

総務部

代表取締役

・環境管理責任者の補佐

・環境活動の実績集計

・経営における課題とチャンスを整理し、明確にする

・環境方針の策定、見直し及び全体従業員への周知

・EA21を運用し維持するための経営資源を用意

・代表者による全体の評価と見直しを実施

・環境関連の外部コミュニケーション窓口

環境管理責任者
大森　一直

・環境経営に関する統括責任

・環境活動システムの構築、運用、維持

・環境目標、活動計画を作成

全従業員

・環境管理責任者ＥＡ２１事務局を任命

・環境活動の取組結果を代表者へ報告



6．取組状況の確認及び評価
6-1.環境経営目標の実績・取組結果とその評価

凡例 ○100%以上

活動期間　令和4年6月1日～令和5年5月31日      △　80～99%
     ×　80%以下

全体

環境目標 種別 単位
R1～R3年度

平均値
単年度目標
平均値△1%減

達成率
目標の
判定

二酸化炭素排出削減 事務所＋現場 Kg-CO2 58,459 57,874 95% △

☆評価
目標値に対し95％の達成率。平均値、受注量による変動はあるが現場での化石燃料削減を行う。

事務所

環境目標 種別 単位
R1～R3年度

平均値
単年度目標
平均値△1%減

達成率
目標の
判定

電気使用量削減 購入電力 ｋWh 3,963 3,923 100% ○

ガソリン使用量削減 ガソリン L 5,683 5,626 85% △

都市ガス使用量削減 都市ガス ｍ3 7.0 7.0 140% ○

水使用量削減 上水 ｍ3 38.7 38.0 108% ○

化学物質の適正管理 MEP,フェニトロチオン等 - － ○

可燃ゴミ等 Kg 24.0 24.0

回 2 2（現状維持） 100% ○

☆評価
・各使用量の削減
　購入電力は100％の達成率。引き続き継続維持。
　ガソリンは85％の達成率。アイドリングストップ、エアコンの調整。
  都市ガスは140％の達成率。引き続き継続維持。

・廃棄物の削減
　可燃物等は100％の達成率。引き続き継続維持。
　廃棄物は今後も搬出しないよう努力します。古紙・新聞紙・空き缶・ビン等は微量の為、
　地域のリサイクルボックスを活用いたします。

・水使用量の削減
　水使用量は108％の達成率。引き続き継続維持。

・化学物質の適正管理
  対象年度の使用はありませんでした。

・地域貢献活動の推進
　地域貢献活動の達成率100％。

現場

環境目標 種別 単位
R1～R3年度

平均値
単年度目標
平均値△1%減

達成率
目標の
判定

ガソリン使用量削減 ガソリン L 5,253 5,201 125% ○

軽油使用量削減 軽油 L 12,048 11,928 90% △

☆評価
・各使用量の削減
　ガソリンは125％の達成率。引き続き継続維持。
　軽油は90％の達成率。前年度よりも達成率は上昇しているが重機使用時での環境活動を強化する。

100 100 100

手順書による適正使用・管理

地域貢献活動の推進

100%

　※事業所から発生する廃棄物(古紙・新聞紙)は地域のリサイクルボックスを活用した

実績
令和4年度

産業廃棄物の資源化
率向上

一般廃棄物の資源化
率向上

○

35.0

2

資源化率向上 ％

実績
令和4年度

60,580

5.0

6,567

3,917

実績
令和4年度

13,129

4,139
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一般廃棄物削減
24.0

○100%

○資源化率向上 ％ 100 100 100 100%



☆全　体

☆事務所

☆現　場
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3,800

3,900

4,000

4,100

4,200

令和2年 令和3年 令和4年

3,963 3,963
3,9233,957

4,107

3,917

購入電力 ｋWh

目標値 実績

0

2,000

4,000

6,000

8,000

令和2年 令和3年 令和4年

5,683 5,683 5,626
4,670

6,112 6,567

ガソリン L

目標値 実績

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

令和2年 令和3年 令和4年

7.0 7.0 7.07.0
8.0

5.0

都市ガス m3

目標値 実績

30.0

35.0

40.0

45.0

令和2年 令和3年 令和4年

39.0 39.0 38.0

42.0

39.0

35.0

上水 m3

目標値 実績

0

5,000

10,000

15,000

令和2年 令和3年 令和4年

12,048 12,048 11,928

9,150

14,523
13,129

軽油 L

目標値 実績

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

令和2年 令和3年 令和4年

5,253 5,253 5,2015,257
5,666

4,139

ガソリン L

目標値 実績

0

50,000

100,000

令和2年 令和3年 令和4年

58,496 58,496 57,87448,463
66,877 60,580

二酸化炭素排出量 ｋｇ-CO2

目標値 実績



6-2.環境経営計画の実績・取組結果とその評価

事務所

実施
状況

今回の評価

① エアコンの温度設定し遵守する ○

② パソコン、プリンター不使用時の電源管理 ○

① エコドライブの推進 ○ 計画実行はできており、継続実施を行う。

② アイドリングストップの実施 ○

① 温水使用注視 ○ 次年度も今以上意識して実行する。

① 節水活動の実施 ○

5.地域貢献活動の推進

① 環境ボランティア活動、地域清掃の実施 ○

現場

① 重機等のアイドリングストップの実施 ○

② 空ぶかし禁止 ○

① 契約書、管理表の発行・保管 ○

② 再資源化率向上 ○

4.化学物質の適正管理

9

1 廃棄物の資源化率の向上

2.廃棄物の削減

1

○

受注内容にもよるが、発生時は適切に対応し
次年度も継続して実行する。

軽油・ガソリン使用量
基準年度-1％

作業内容でガソリン使用が多く、次年度特に
アイドリングストップを重視して目標値を目
指す。

① 適正管理を行う。

1
年間を通して計画が実行された。次年度も継
続して実行する。

1

1

水使用量
基準年度-1％

廃棄物の削減

節水活動の周知・実施は出来ていた。上水の
水圧にも注視し、処理水使用を行う。

リサイクルボックスを有効的に利用できた。
継続していく。

1.二酸化炭素排出量の削減

ガソリン使用量
基準年度-1％

2

3
都市ガス使用量
基準年度-1％

ボランティア活動

古紙・新聞紙はリサイクル化し地域で
処理する

種類・保管の把握1 薬剤の適正管理

活動項目

1.二酸化炭素排出量の削減

3.水使用量の削減

2.一般廃棄物の削減

①

電気使用量
基準年度-1％

1

○

活動が計画的に実行された。次年度も継続し
て実行する。事務所照明のLED工事を行っ
た。
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節電の推奨

昼の休憩時間には照明をOFF。

エアコンの清掃

清掃を行いエアコンの運転を良好に。

廃棄物の分別

可燃・不燃廃棄物の分別処理。

環境活動車両

エコアクションステッカー設置。



6-3　次年度の環境経営目標及び環境経営計画

6-3-1.次年度の環境経営計画
次年度の環境経営目標は｢3.環境経営目標｣に示す方法で設定する。

6-3-2.次年度の環境経営計画

事務所

6～8月 9～11月 12～2月 3～5月

① エアコンの温度設定し遵守する 総務

② パソコン、プリンター不使用時の電源管理 高田

① エコドライブの推進 工事

② アイドリングストップの実施 永田

① 温水使用注視 総務

高田

6～8月 9～11月 12～2月 3～5月

総務

高田

6～8月 9～11月 12～2月 3～5月

① 節水活動の実施 総務

高田

6～8月 9～11月 12～2月 3～5月

工事

岳下

6～8月 9～11月 12～2月 3～5月

① 環境ボランティア活動、地域清掃の実施 工事

岳下

現場

6～8月 9～11月 12～2月 3～5月

① 重機等のアイドリングストップの実施 工事

② 空ぶかし禁止 現場担当

6～8月 9～11月 12～2月 3～5月

① 契約書、管理表の発行・保管 工事

② 再資源化率向上 現場担当
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2.廃棄物の削減

活動項目
部門

(責任者）
スケジュール

1 廃棄物の資源化率向上

1.二酸化炭素排出量の削減

活動項目
部門

(責任者）
スケジュール

1
軽油・ガソリン使用量
基準年度-1％

5.地域貢献活動の推進

活動項目
部門

(責任者）
スケジュール

1 ボランティア活動

4.化学物質の適正管理

活動項目
部門

(責任者）
スケジュール

1 薬剤の適正管理 ① 種類・保管の把握

3.水使用量の削減

活動項目
部門

(責任者）
スケジュール

1 水使用量の基準年度-1％

2.一般廃棄物の削減

活動項目
部門

(責任者）
スケジュール

1 廃棄物の削減 ①
古紙・新聞紙はリサイクル化し地域で処
理する

2
ガソリン使用量
基準年度-1％

3
都市ガス使用量
基準年度-1％

1.二酸化炭素排出量の削減

活動項目
部門

(責任者）
スケジュール

1
電気使用量
基準年度-1％



7．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果

　当社の事業活動に適用される環境関連法規は次の通りである。

適用される環境関連法規 適用される事項

廃棄物の処理及び清掃に関する法律
（廃掃法）

一般廃棄物及び産業廃棄物の管理・搬出
マニフェストの交付・回収・保管の適正処理

建設リサイクル法 対象工事の届出、再資源化の実施、実施の報告

オフロード法 特定特殊自動車の使用制限(バックホウ・クローラー型等)

騒音規制法 特定建設作業の届出　　作業敷地境界にて85デジベル以下

振動規制法 特定建設作業の届出　　作業敷地境界にて75デジベル以下

農薬の品質の適正化、安全かつ適正な使用の確保

・農薬指導士の配置

農薬を使用する者が遵守すべき規準

・農作物等に害を及ぼさないようにすること。

・人畜に危険を及ぼさないようにすること。

・農作物等の汚染が生じ、かつ、その汚染に係わる農作物等の利用が原因と
なって人畜に被害が生じないようにすること。

・農地等の土壌汚染が生じ、かつ、その汚染により汚染される農作物等の利
用が原因となって人畜に被害が生じないようにすること。

・水産動物の被害が発生し、かつ、その被害が著しいものとならないように
すること。

使用済自動車の再資源化等に関する法律（自動
車リサイクル法）

自動車の所有者は、当該自動車が使用済自動車となった時は、引取業者に引き渡さなけ
ればならない

特定家庭用機器再商品化法（家電リサイク
ル法）

特定家庭用機器を廃棄する際は、小売業者へ適切な引渡及び料金（収集・運搬料金＋リ
サイクル料金）を支払わなければならない

令和5年5月までに上記の環境関連法規等の遵守状況の確認・評価した結果、違反はありませんでした。

また、関係機関等からの指摘、利害関係者からの訴訟もありませんでした。

農薬取締法
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　新型コロナ感染症も｢5類感染症｣に移行され、日常の業務を取り戻しつつある中、

事業内容により、目標を達成できない現場もありますが少しでも目標を達成できるように、

削減し環境活動につなげて参ります。

環境経営方針、環境目標、実施体制について見直しの必要なし。
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研修・教育にて意識向上を図ります。

引き続き、施工管理ソフトの更なる活用、現場施工においてのＩＣＴ導入などを通じて作業時間を

見直し

令和5年6月29日

8.代表者による全体評価及び見直しの結果

イー・スケープ株式会社　

代表取締役　岩本　一昭

全体評価

環境に配慮しながらエコアクション21に取り組んでおります。

　また、造園業を生かしたＳＤＧｓにも取り組み、持続可能な社会の実現に貢献します。


